
新型コロナウイルス感染症の影響
により受けることができる支援制
度のまとめ（町HP）

❖ �持続化給付金
❖ �家賃支援給付金
❖ �新型コロナウイルス感染症対応休業支援

金・給付金
❖ �埼玉県中小企業・個人事業主等家賃支援

金（賃借人に対する支援）
❖ �地方税の猶予
❖ �資金繰り支援（融資制度、信用保証、セー

フティネット貸付、マル経融資）
❖ �社会福祉施設への融資
❖ �時間外労働等改善助成金（テレワーク新

規導入の助成金、特別休暇の規定整備の
助成金）

❖ �小学校休業等対応助成金・支援金
❖ �中小事業者等の固定資産税の軽減

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
（令和 3 年 1 月 22 日現在）　

に関連する 支 援 内 容

❖ 地域商品券
ときがわ町内の地域商品券取扱い加盟店でご利用い
ただけます（令和３年２月 28 日㈰まで）。お早目
にご利用ください。取扱い加盟店も募集しています。

問  観光推進室 ☎ 65-1584

❖ 手指消毒用アルコールの配布
町では、新たにときがわ町へ転入された世帯と新た
に母子健康手帳の交付を受けた方を対象に、手指消
毒用アルコールを配布しています。
問  保健センター ☎ 65-1010

❖ 地方税の猶予
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年
２月１日から令和３年２月１日までに納期限が到来
する町税を納付することが困難な場合に、税務課に
申請することで猶予を認められる場合があります。
担保の提供は不要、延滞金もかかりません。猶予期
間内における途中での納付や分割納付など、状況に
応じて計画的に納付していただくことも可能です。
問  税務課 徴収担当 ☎ 65-0811

❖ �国民健康保険税、介護保険料、後期
高齢者医療保険料の減免

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減
少した世帯等に対して、国が定める基準に基づき減
免を実施しています。
国民健康保険税　 問  税務課 ☎ 65-0811
介護保険料　 問  福祉課 ☎ 65-0813
後期高齢者医療保険料　 問  町民課 ☎ 65-0812

❖ 浄化槽使用料の猶予
新型コロナウイルス感染症の影響で、一時的に納付
困難となった方からの相談により町が認める場合、
浄化槽使用料の支払いを猶予します。
問  建設環境課 環境担当 ☎ 65-0814

❖ 水道料金の猶予
新型コロナウイルス感染症の影響で、一時的に納付
困難となった方からの相談により町が認める場合、

住民の方への支援

事業者の方への支援

回覧板エチケット

見る前、回す前に必ず

手洗い、手指消毒を！

水道料金の支払いを猶予します。
問  水道課 ☎ 65-1555

❖ 体育施設使用料の減額
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自粛生活
での運動不足が心配されます。町では、町民のみな
さまの健康の維持・増進と経済的負担の軽減を図る
ため、健康づくり支援として体育施設の使用料の
1/2 を減額します。
問  生涯学習課 ☎ 65-2656

❖ 休業者・失業者へ貸付
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業
で、生活資金にお困りの方への貸付を実施しています。
問  社会福祉協議会 ☎ 65-1536

役場では、職員と来庁者の感染拡大防止のため、庁
舎の入口でサーマルカメラによる体温測定を実施し
ていますので、ご理解ご協力をお願いします。

防  災

日本は地震大国といわれており、いつ
大規模な地震が起こるかわかりませ
ん。想定では、ときがわ町でも最大震
度６強の地震が起こる可能性がありま
す。「この辺りは地盤が強いから大丈
夫」と過信せず、日頃から対策をして
おきましょう。もし、大規模な地震が
起こった時に、あなたや大切な人の命
を守るのは日頃からの備えです。

の防止

を常に備えましょう

を用意しましょう

地震が起きたら・・・
まずは身の安全を守ることを第一に！

手段を確認して
おきましょう

や の

食品、飲料水、
薬、日用品等、

地震での死因・負傷原因の多くは家具の転倒だといわれて
います。家具が転倒しないように、ストッパーやつっぱり
棒等を活用して家具を固定しましょう。L 型金具で壁に固
定すると効果が大きくなります。また、子ども部屋や寝室、
出入り口付近等にはなるべく家具を置かないなど、倒れて
もケガをしないよう配置も工夫しましょう。町では家具転
倒防止器具の取付けに対する助成制度があります。制度に
ついては建設環境課（☎65-1539）にお問い合わせください。

災害時、自宅の安全が確保されている場合は「在宅避難」
が基本です。停電の発生等も考えられますので、ライトは
もちろん、食料等は保存の効くものを備えましょう。家族
で必要なものを話し合い、最低３日分（できれば７日分）
を常に備えること（ローリングストック）を心がけましょう。

災害時は通信回線が込み合うため、家族で安否
確認の方法を確認しましょう。SNS や災害時伝
言ダイヤル（171）の活用も考えましょう。また、
災害情報の収集についても考えておきましょう。
防災行政無線やメール配信サービスの登録等、

山間部やがけの近くに自宅がある、自宅が
倒壊する等、「在宅避難」が難しい場合は、
避難所や親戚・知人宅で生活することにな
ります。必要なものは自分で準備すること
が基本です。避難用バッグをつくっておく
と、慌てずに行動しやすくなります。避難
所に行く場合は、コロナ対策としてマスク
や消毒液の準備もしておきましょう。

机の下に隠れるだけが絶対ではありません。頭を守りな
がら落下物のそばから離れる等、安全な場所に移動しま
しょう。火元は無理して消す必要はありません、まずは
身の安全を優先しましょう。屋内にいる場合は、地震に
よりドアが変形して室内に閉じ込められてしまうことも
あります。ドアを開けて出口を確保しておきましょう。

家具転倒

必要なもの

避難用バッグ

連絡 情報収集

問  総務課 ☎ 65-0401

地震に備える
vol. 2

メール配信
サービス

登録はこちら

災害情報を収集する手段を確
認しておきましょう。携帯ラ
ジオなどを備えておくと安心
です。自分から情報をキャッ
チするよう心がけましょう。
モバイルバッテリーも忘れず
に準備しましょう。
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